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本校ホームページも適宜更新していますので、御確認をお願いします。 

 ありがとうございました。 

 ２６日（日）に実施した運動会では、早朝よりテント設営や終了後の撤収のお手伝いま

で行っていただき、本当にありがとうございました。運動会スローガン「ひうスマイル～

輝く笑顔、深まる絆～」を胸に、一人一人の子供たちが全力で運動会に参加し、最後まで

やり遂げることができました。保護者の皆様におかれましては、最後ま

で温かい声援を子供たちに送ってくださり、本当にありがとうございま

した。運動会で培った絆を、しっかりと学校生活の中で生かしつつ、い

ろいろなことに頑張ることができるよう、全教職員で子供たちを支えて

いきます。本当に御協力ありがとうございました。 

話してあげてください。 

佐世保市では、６月を「いのちかがやく強調月間」と位置づけ、市内小中学校において
命の大切さについて考える機会を設けます。本日全校朝会で、校長講話を行いました。 
講話の内容は、裏面に記載していますが、子供たちに、「自分や友達の名前を大切にしよ

う」と話しました。名前は、「いのち」と同じく世界にたった一つの大切なものです。その
名前には、その人に向けた親や周りの人の「願い」が込められています。２年生の生活科
において「願い」について考える場もありますが、改めて御家庭でお子様の名前に込めた
「願い」について話していただけたらと思います。 
自分の名前を大切にすることは、自分を大切にすることと同じです。友達の名前も同様

です。「いのち」が大切だということは、だれもが理解していることですが、自分や友達、

周りの人の名前を大切にすることを通して、改めて「いのち」を大切さを実感し、他者を
尊重し思いやり、子供たち自身が輝けると考えます。どうか機会を見て、お子様の名前に
込められた「願い」を話していただき、子供たち自身がかけがえのない大切な存在である
ことを伝えていただくよう、心よりお願いいたします。 

 

 

時計台 
 

佐世保市立日宇小学校 

令和６年度 学校だより Vol.４ 

令和６年５月３１日 

文責 校長 永柄 孝知 

「まもる子」「わらう子」「助け合う子」 ～「ありがとう」があふれる学校～ 

 

【確認事項】 
・ 来週６月３日（月）は、お迎え下校リハーサルとなっています。先日配付したプリン

ト（HP にも掲載）を御確認の上、お忙しい中恐縮ですが御協力の程、よろしくお願
いいたします。 

・ 学びポケットで 6 月下校カレンダーを配付しています。御確認をお願いします。 

１年生児童代表の言葉 競技（リレー）の様子 日宇小ソーラン節の演技 児童代表終わりの言葉 
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令和 6 年度 いのちを見つめる講話 

佐世保市立日宇小学校 

校長 永柄 孝知 

「孝知（たかとし）」、これは校長先生の名前です。 

「聖市（せいいち）」、これは教頭先生の名前です。 

「幸代（ゆきよ）」、これは前の教頭先生の名前です。 

 

名前は、みなさんにあります。家でペットを飼っている人がいれば、そのペットにも名前があると思

います。中には、自分が大切にしているものに名前を付けている人もいるかもしれません。名前は、そ

の人やいろいろなものをとてもとても大切に思う人が、願いを込めて付けます。皆さんの名前も、おう

ちの方が、あなたたちのことを心から大切に思って、どんな人になってほしいか願いを込めて付けてく

れたものです。例えば校長先生の名前、「孝知」の「孝」の字には、親や周りの人を大切にすることと

いう意味があります。「知」の字は、知るということ、つまり、校長先生は、親や周りの人を大切にす

ることを知る人になってほしいとの願いが込められています。教頭先生の「聖市」は、世の中で尊敬さ

れる人になってほしい。前の教頭先生の「幸代」は、幸せな世の中を創る人になってほしいとの願いが

込められているのだと思います。 

 

みなさん一人一人の名前は、あなたたちのことを心から大切に思い、親がどんな人になってほしいと

の願いを込めて付けた大切な名前です。でも、みなさんは、自分の名前を大切にしていますか？周りの

友達の名前も大切にしていますか？世界にたった一つだけの自分や友達の名前を大切にすることは、あ

んまり考えていないのではありませんか？ 

 

世界に一つだけしかなく、とても大切なものは「いのち」です。「いのち」は一人に一つしかなく、

とても大切であること。そして、自分や周りの人の「いのち」を大切にしなければならないことやなく

してはならないことは、みなさんも知っていますよね。でも、「いのち」を大切にするとはどんなこと

をするのでしょうか？校長先生は、まず、自分や友達の名前を大切にすることだと思います。自分や友

達の名前を大切にすることは、間違いなく自分や友達を大切にすることにつながります。そして、自分

や友達を大切にすることは、その「いのち」を大切にもなると考えています。 

 

 名前を大切にするとはどういうことでしょう？それは、まず名前をていねいに書くことです。自分の

名前を雑に書いてしまう人は、自分を大切にしているとは言えません。そして、友達の名前をていねい

に呼ぶことです。自分を大切にできない人は、周りの人も大切にできなくなってしまうかもしれませ

ん。もし、この中で「自分はそんな大切ではない」なんて思っている人がいれば、それは絶対に違いま

す。「いつも、親や先生から怒られてばかりで、自分にはいいところなんてない」なんて思っている人

がいれば、それも大間違いです。注意を受けることがあるとしたら、それは期待の裏返しなんですよ。

皆さんには、自分に気づいていない素晴らしいところがたくさんあります。親や先生方は、その素晴ら

しいところをもっと伸ばしてあげたいと思っているんです。もう一度言います。みなさん一人一人は、

とてもとても大切で、かけがえのない人です。 

 

６月は、佐世保市では「いのちかがやく強調月間」として、いろいろな取組があります。授業参観で

は、道徳の学習についてたくさんの方に皆さんの頑張りをみてもらうこともあります。「いのちかがや

く」とは、皆さんが笑顔で生活していくことです。日宇小のみなさんのいのちが輝くよう、みんな笑顔

で生活できるよう、自分や周りの友達を大切にしていきましょう。そのために、名前に込められた願い

をしっかりと受け止め、自分や友達の名前を大切にすることから始めてください。最後にもう一度伝え

ます。みなさん一人一人が、かけがえのない大切な存在であることを絶対に忘れないでください。そし

て、「まもる子・わらう子・助け合う子」の合言葉を忘れず、笑顔で生活していきましょう。 


